
２０２４.８
 Ｎｏ.２１３小野市議会だより

トライやる・ウィークで議場を見学
（小野、旭丘、小野南中学校）
トライやる・ウィークで議場を見学
（小野、旭丘、小野南中学校）

特集ページもご覧ください！特集ページもご覧ください！



「トライやる・ウィーク」は、阪神・淡路大震災や神
戸市須磨区の痛ましい事件を背景に、平成10年度から、
県民すべてがかかわる兵庫の教育の象徴として実施され
ている、中学２年生を対象とした１週間の体験活動です。
コロナ禍をはじめ、変化の激しい時代を生きる子ども
達にとって、「トライやる・ウィーク」はますます重要
な活動となっています。
最近では、企業・施設・地域等が、自らの組織で「ト
ライやる・ウィーク」の良さを実感して、積極的に生徒
を受け入れる企業等が増えています。

令和6年5月20日から31日にかけて
市内3中学校、7名の生徒の受け入れを
実施しました。
その際、議長による議場案内および
議場見学を行いましたので、当日の様
子をお伝えします。

中学生と市議会

政治について勉強したい？
興味ある？
興味はあるけど難しい

政治の歴史を学ぶのは
楽しい

小野市の好きなところは？
小野まつり、エクラのイベントなど

夕方の景色が綺麗なところ

花が好きなので自然豊かなところ

市役所のイメージは？
色々なことを決め
たり、手続きをす
るところ

市議会だよりは見た
ことがありますか？
今まで見たこと
が無い

議員が何人いるか知
っ

てますか？
知らないし、
どんな仕事なのか
ピンと来ない

市議会や市議会議員を知っていましたか？
聞いたことはある

初めて聞いた

小野市に足りないと
ころは？
映画館が遠い

アニメグッズの
ショップが無い

近くのスーパー
が閉店して不便

将来も小野市に住みたい？
マンションがあれば借りて一人暮らししてみたい

将来の夢は？
フラワーアレンジメントに
携わるような仕事がしたい

憧れている車に乗りたい

市役所で働きたい

小野市への要望は？
ショッピングセンターを作ってほしい
小野かっぱとコラボして小野市のアニメを作ってほしい

私たちが住んでいる小野市を、快適で住みよ
いまちにするためには、市民のみんなで話し合
い、意見を出し合って考えるのが望ましいこと
です。しかし、多くの市民が集まって話し合う
ことはできません。そこで、市民の中から代表
の人たちを選んで話し合いをしてもらいます。
この代表に選ばれた人たちを「小野市議会議員」
と言い、市長の考えを聞きながら、よりよい小
野市にするために話し合いをするところを「小
野市議会」と言います。

市議会とは
市議会には、市民の代表として十分な活動ができるように、議
決権、調査権、監査請求権などのいろいろな権限が与えられてい
ます。これらの権限に基づいて、主に次のような仕事をしていま
す。

◆市の決まり（条例）を決めたり、改めたりします。
◆市のお金（予算）をどのように使うかを決めます。
◆市のお金（予算）が正しく使われているか、市の仕事が正しく
　行われているかを調べます。
◆国や兵庫県などに意見を出します。

市議会の役割
市議会ってどんなところ?

議会はいつでも開催されているわけではなく、定期ま
たは臨時に一定の期間だけ開催されます。定期的に開催
される会議を定例会、必要に応じて開催される会議を臨
時会と言います。
小野市議会の定例会は条例・規則で年4回（通常3月、
6月、9月、12月）と決められています。議会には、「本
会議」のほか「議会運営委員会」、「常任委員会」及び
「特別委員会」などの会議があります。本会議は、全議
員により構成され、議案やその他の議決を必要とする事
項について会議の最終的な意思決定をします。

市議会の流れ
市議会議員は、4年
ごとに選挙権のある
25歳以上の市民の中
から選挙で選ばれます。
小野市議会議員の
定数は条例で定める
ことになっており、
平成23年から、議員
定数は16人としてい
ます。

議 員

市 長市議会

市 民

市の仕事や予算、
条例などを決める

市民の声を
聞く

市
民
の
た
め
に

仕
事
を
す
る

願
い
を
伝
え
る 選ぶ 選ぶ

市の仕事に市民の
意見を反映させる

市の仕事や予算、
条例などを提案する

執
行
機
関

選挙

トライやる・ウィークとは 3中学校から7名の受け入れ!!

5月20日
小野中から2名!!

5月27日
小野南中から3名!!

旭丘中から2名!!

み
な
さ
ん
に
質
問
を
し
て
み
ま
し
た

み
な
さ
ん
に
質
問
を
し
て
み
ま
し
た

議
長
に
よ
る

議
場
案
内
お
よ
び

議
場
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

議
長
に
よ
る

議
場
案
内
お
よ
び

議
場
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

②③



★全会一致で可決した議案

請願、陳情、意見書について

補 正 令和6年度小野市一般会計補正予算（第2号）

市の行政に対して意見や要望があるとき、市議会に対して請願書や陳情書を提出することができます。

請願、陳情は市民の皆さまから市議会に提出されるもので、意見書は市議会から国などに提出するものです。

住民の代表機関としての市議会の意思を意見としてまとめたもので、国会または関係行
政庁に対して提出することができます。

第27号

議案番号区分 議　　案　　名

条 例

小野市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例の制定について第28号

市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて第29号

同 意 小野市監査委員の選任について　　浄谷町　藤原京子氏第34号

契 約
市道４３０９号線道路改良工事に伴う池の下踏切道拡幅工事に関する基本協定に
ついて第32号

その他

兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更について第30号

兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の変更について第31号

損害賠償の額の決定及び和解について第33号

会
議
期
間
28
日
間

（
5
月
31
日
〜
6
月
27
日
）

6
月

定
例
会

提出議案と審議結果提出議案と審議結果

市
長
提
出
議
案…

8
件
（
補
正
予
算
１
件
・
条
例
改
正
２
件
・
同
意
１
件
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
契
約
１
件
・
そ
の
他
3
件
）

　
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
実
質
賃
金
の
減
少
が
続
い

て
い
る
た
め
、
市
民
・
市
内
商
業
者
の
経
済
対
策
及

び
市
制
70
周
年
記
念
と
し
て
、
過
去
最
高
と
な
る
プ

レ
ミ
ア
ム
率
50
％
の
「
お
の
恋
ら
っ
き
ゃ
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

《
対
象
者
》

　
令
和
６
年
７
月
１
日
時
点
で
小
野
市
に
住
民
票
が

あ
る
方

《
販
売
内
容
》

・
１
５
，
０
０
０
円
の
商
品
券
を
１
０
，
０
０
０
円

で
販
売
（
地
域
利
用
券
６
，
０
０
０
円
、
共
通
券

９
，
０
０
０
円
）

・
発
行
部
数
５
万
冊

・
市
民
ひ
と
り
に
つ
き
最
大
３
冊
ま
で
（
応
募
多
数

の
場
合
は
、
冊
数
で
調
整
し
ま
す
）

《
予
約
期
間
》

　
令
和
６
年
８
月
１
日
（木）
〜
令
和
６
年
８
月
31
日
（土）

第448回審議議案の中から PICK UP!!審議議案の中から PICK UP!!

《
予
約
方
法
》

　
小
野
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
ハ
ガ
キ

　
小
野
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
達
追
加
は
こ
ち
ら
か
ら

《
利
用
期
間
》

　
令
和
６
年
10
月
１
日
（火）
〜
令
和
7
年
2
月
28
日
（金）

《
総
事
業
費
》

　
２
億
７
，
２
０
０
万
円

（
う
ち
国
庫
補
助
金
９
，
３
０
０
万
円
、
一
般
財
源

　
１
億
７
，
９
０
０
万
円
）

　
市
道
４
３
０
９
号
線
道
路
改
良
工
事
（
池
尻
町
）

に
伴
う
池
の
下
踏
切
道
拡
幅
工
事
を
行
う
た
め
、
神

戸
電
鉄
株
式
会
社
と
基
本
協
定
を
締
結
し
ま
す
。

《
工
事
名
》

　
市
道
４
３
０
９
号
線
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
池
の

下
踏
切
道
拡
幅
工
事

《
協
定
金
額
》
　
４
億
７
，
４
９
４
万
円

《
協
定
相
手
方
》

　
神
戸
市
兵
庫
区
新
開
地
一
丁
目
三
番
二
四
号

　
神
戸
電
鉄
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長　
寺
田
信
彦

意見書とは?

議案と同じように本会議で議題
として取り扱い、採択か不採択かなどの結論を出
します。
「採択」とは、市議会が請願の趣旨を肯定するこ
と、「不採択」とは、市議会として請願の趣旨を
否認することです。

請願とは? 原則として本会議での議題にせ
ず、全議員に配布しその趣旨を伝えます。
内容により、請願と同じ取り扱いをする場合もあ
ります。

陳情とは?

請願には、必ず紹介議員が必要ですが、
陳情には必要ありません。また、陳情は
いつでも受け付けていますが、請願は本
会議で議題とすることから、提出の期限
があります。

④⑤

小
野
市
制
70
周
年
記
念
！

一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号
（
議
案
第
27
号
）

お
の
恋
ら
っ
き
ゃ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

緊
急
車
両
の
通
行
を
可
能
に
す
る
た
め
に

（
議
案
第
32
号
）

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

常
任
委
員
会
紹
介

6
月
定
例
会

議　
案　
審　
議

6
月
定
例
会

議　
案　
審　
議

常
任
委
員
会

審　
査　
報　
告

調　
査　
研　
究

活　
動　
報　
告

懇

談

会

懇

話

会

常
任
委
員
会

視　
察　
報　
告



（一般質問は発言した議員が編集しました）

●一般質問とは……
　市政全般にわたり、執行機関（市長）に対し事務の執行状況や将来における政策方針等につい
　て議員が質問し、市長や部長等が答弁します。
　また、小野市では、市長から提出された議案についても一般質問することができます。
●質問テーマは?
　1 .  質問する内容は、議案とは関係なく議員個人が自由に決めています。
　2 .  議員個人が自分なりの問題意識を市政に問い、市の見解を求めます。
●質問の制限時間は?
　１人あたりの制限時間は40分です。（答弁は含みません）

　
《一般質問をスマホ・タブレットで視聴できます! 》
各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、
その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

ここが聞きたい　
一般質問!!

ここが聞きたい　
一般質問!!市民のみなさまの生活に

関わることについて、
9人の議員が
一般質問を行いました。

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。 各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

■
■
　

質
問　
妊
娠
を
希
望
す
る
人
向
け
の
妊
活

セ
ミ
ナ
ー
や
、
中
高
生
向
け
の
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
出
前
講
座
な
ど
若
い

世
代
へ
の
啓
発
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁　
妊
活
及
び
不
妊
相
談
は
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
関
す
る
内
容
の
た
め
、
個
別
対

応
し
て
い
る
。
今
年
度
、
県
が
高
校
及
び

大
学
生
を
対
象
に
講
師
派
遣
を
実
施
。
市

内
２
つ
の
高
校
に
情
報
提
供
と
実
施
へ
の

働
き
か
け
を
行
っ
た
。
中
学
校
に
は
、
保

健
体
育
の
授
業
等
で
健
康
診
断
の
必
要
性

や
健
康
な
食
生
活
、
感
染
症
を
含
め
た
性

教
育
等
を
実
施
し
、
若
い
世
代
へ
の
啓
発

を
行
う
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

や
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
案
内
通
知
に
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。  

（
市
当
局
）

献
血
教
育
と
若
い
世
代
の
協
力
に

つ
い
て

■
■
　

答
弁　
中
学
生
を
含
む
若
年
層
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
「
Ｔ
ｉ
ｋ

Ｔ
ｏ
ｋ
」
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
動
画

配
信
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

献
血
可
能
年
齢
を
迎
え
る
対
象
と
な
る
中

学
校
及
び
高
校
と
の
連
携
を
図
り
、
将
来

に
わ
た
る
献
血
協
力
者
の
安
定
的
確
保
に

努
め
る
。　
　
　
　
　
　
　

  

（
市
当
局
）

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
市
役
所
窓

口
へ
の
設
置
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁　
先
行
導
入
し
て
い
る
他
の
自
治
体

の
状
況
を
調
査
し
、
導
入
に
向
け
た
検
討

を
行
う
。　
　
　
　
　
　
　

  

（
市
当
局
）

村
本
洋
子
議
員
（
公　
明　
党
）

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
！

妊
娠
・
出
産
も
含
め
た
健
康
づ
く
り
を
推
奨

答
弁

■
■
　

質
問　
小
野
市
で
は
こ
れ
ま
で
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
を
実
施
し
て
い
な
い
が
、

県
が
今
年
度
か
ら
「
兵
庫
県
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
」
を
開
始
し
た
。
こ
の
制
度

は
同
性
カ
ッ
プ
ル
だ
け
を
対
象
と
し
た
も

の
で
は
な
く
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
婚
姻

の
届
け
出
を
し
て
い
な
い
事
実
婚
の
カ
ッ

プ
ル
な
ど
、
お
互
い
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
認
め
合
う
二
人
が
対
象
と
な
る
。
そ
こ

で
、
市
民
の
方
が
県
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
市
営
住
宅

の
申
し
込
み
に
係
る
取
り
扱
い
を
含
め
、

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
具
体
的
に
ど
う
な

る
か
。

■
■
　

答
弁　
小
野
市
で
は
受
理
証
明
書
の
提
示

で
、
Ｄ
Ｖ
相
談
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
証
明
書
の
発

行
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
金
の
支
給
対
象

と
な
る
。
ま
た
、
届
け
出
に
よ
り
、
受
理

証
明
書
に
近
親
者
の
氏
名
が
掲
載
さ
れ
る

た
め
、
園
な
ど
へ
の
送
迎
、
病
院
・
介
護

施
設
等
で
の
面
会
や
付
き
添
い
等
に
お
い

て
関
係
性
を
示
す
際
、
当
事
者
の
心
理
的

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
る
。
市
営
住

宅
の
申
し
込
み
資
格
に
は
、
婚
姻
の
届
け

出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
者
、
婚
姻
の
予
定
者
で
あ

る
こ
と
を
条
例
に
規
定
し
て
い
る
。
県
制

度
の
趣
旨
に
則
る
と
、
証
明
書
を
受
け
ら

れ
た
方
々
は
こ
の
規
定
に
該
当
す
る
た

め
、
そ
の
他
の
要
件
も
満
た
せ
ば
申
し
込

み
資
格
が
あ
る
と
考
え
る
。  

（
市
当
局
）

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

　
市
制
施
行
７０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

平
田
真
実
議
員
（
創
生
お
の
）

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て

今
後
も
引
き
続
き
理
解
促
進
や
啓
発
活
動
に
努
め
る

答
弁

■
■
　

答
弁　
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
実
質
賃
金

の
マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
い
る
た
め
、
市
民

や
市
内
商
業
者
の
経
済
対
策
及
び
市
制
70

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

50
％
の
商
品
券
を
販
売
す
る
。

●
予
約
期
間
﹇
令
和
６
年
８
月
中
﹈

●
利
用
期
間
﹇
令
和
６
年
10
月
〜
令
和
７

　
年
２
月
﹈　
　
　
　
　
　

  

（
市
当
局
）

女
性
消
防
吏
員
の
更
な
る
活
躍

は
？

■
■
　

質
問　
令
和
８
年
度
当
初
ま
で
に
、
女
性

消
防
吏
員
比
率
を
５
％
（
４
名
）
と
す
る

目
標
に
対
す
る
取
り
組
み
を
問
う
。

■
■
　

答
弁　
現
在
２
名
の
女
性
吏
員
が
活
躍
し

て
お
り
、
新
規
採
用
に
は
動
画
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
施
設
見
学
、

体
験
訓
練
等
を
含
む
採
用
説
明
会
等
を
検

討
し
て
い
る
。
命
を
預
か
る
現
場
と
し
て
、

能
力
に
応
じ
た
採
用
は
当
然
で
あ
る
が
、

人
材
育
成
と
職
場
の
環
境
を
整
え
、
女
性

吏
員
の
確
保
に
繋
げ
、
加
え
て
、
予
防
消

防
の
観
点
か
ら
も
活
躍
の
場
を
検
討
し
た

い
。　
　
　
　

 　
　
（
市
当
局
・ 

市
長
）

２
０
５
０
年
消
滅
可
能
性
都
市
報

道
を
受
け
て
の
人
口
戦
略
は
？

■
■
　

質
問　
20
歳
〜
39
歳
の
女
性
人
口
が
、
２

０
５
０
年
迄
に
50
％
以
上
減
少
す
る
自
治

体
を
消
滅
可
能
性
都
市
と
定
義
、
小
野
市

の
考
え
を
問
う
。

■
■
　

答
弁　
教
育
費
の
高
さ
か
ら
来
る
経
済
的

負
担
（
不
安
感
）、
仕
事
と
子
育
て
を
両

立
で
き
る
環
境
整
備
の
遅
れ
や
価
値
観
の

多
様
化
に
よ
り
、
子
ど
も
を
も
つ
優
先
度

の
低
下
が
あ
る
。
一
過
性
の
対
策
で
は
な

く
、
働
く
場
所
を
確
保
し
、
教
育
と
医
療

を
充
実
さ
せ
、
未
来
に
希
望
を
持
て
る
地

域
に
す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
を
持
ち
た
い

と
い
う
希
望
を
後
押
し
す
る
と
考
え
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
市
当
局
）

前
田
光
教
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

お
の
恋
ら
っ
き
ゃ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
？

市
民
の
負
担
軽
減
と
商
工
業
者
支
援
で
活
性
化
を
！

答
弁

QRコード

QRコード

QRコード

※

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
と
は

　
将
来
の
妊
娠
を
考
え
な
が
ら
、
生
活
習
慣
や

健
康
と
向
き
合
う
こ
と
。
正
し
い
知
識
を
踏

ま
え
て
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
選
択
で
き
る

よ
う
、
健
康
づ
く
り
や
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
。
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問

一

般
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問

一

般
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問

一

般

質

問

一

般

質

問

常
任
委
員
会
紹
介

6
月
定
例
会

議　
案　
審　
議

6
月
定
例
会

議　
案　
審　
議

常
任
委
員
会

審　
査　
報　
告

調　
査　
研　
究

活　
動　
報　
告

懇

談

会

懇

話

会

常
任
委
員
会

視　
察　
報　
告



■
■
　

質
問
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
つ
い
て

市
の
現
状
は
。

■
■
　

答
弁
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
率

は
県
内
２
位
と
高
い
割
合
だ
が
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
率
は
全
国
と
同
水
準
の
６

％
と
低
い
。　
　
　
　
　
　

   （
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
本
年
12
月
２
日
で
現
行
の
健
康
保

険
証
が
廃
止
に
な
る
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
い

な
い
人
へ
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

■
■
　

答
弁
　
市
で
発
行
し
て
い
る
既
存
の
保
険

証
の
有
効
期
限
は
令
和
７
年
７
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
送
付
の
際
に
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
案
内
な
ど
を
同
封

し
利
用
促
進
を
図
る
。 　
　

  （
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
用
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
。

■
■
　

答
弁
　
主
な
メ
リ
ッ
ト
は
３
点
。
①
初
め

て
受
診
す
る
医
療
機
関
で
も
服
薬
情
報
や

健
康
診
断
の
デ
ー
タ
を
医
師
等
と
共
有
で

き
、
お
く
す
り
手
帳
の
提
示
や
口
頭
で
の

説
明
が
不
要
に
な
り
、
最
適
な
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
②
限
度
額
適
用
認

定
証
の
事
前
交
付
を
受
け
な
く
て
も
、
高

額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超
え

る
支
払
い
が
自
動
で
免
除
さ
れ
る
。
③
自

分
専
用
の
サ
イ
ト
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

で
、
自
分
が
処
方
さ
れ
た
薬
や
診
断
の
情

報
を
い
つ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
が
把
握
で
き

る
た
め
、
確
定
申
告
に
お
け
る
医
療
費
控

除
申
請
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
。（

市
当
局
）

河
島
三
奈
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

利
便
性・汎
用
性
を
広
げ
る
た
め
に
は
？

メ
リ
ッ
ト
を
発
信
し
、
利
用
促
進
に
取
り
組
む

答
弁

■
■
　

質
問
　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
で
可
能
に
な
る

支
援
と
は
。

■
■
　

答
弁
　
ひ
き
こ
も
り
や
８
０
５
０
世
帯
な

ど
、
対
象
と
な
る
家
庭
は
抱
え
る
課
題
が

多
種
多
様
で
あ
る
。
職
員
が
直
接
出
向

き
、
ご
本
人
や
ご
家
族
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
適
切
な

対
応
を
行
う
こ
と
で
問
題
が
深
刻
化
す
る

前
に
適
切
な
支
援
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　

   （
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
事
業
に
お
け
る
民
生
委
員
の
役
割

に
つ
い
て
伺
う
。

■
■
　

答
弁
　
地
域
住
民
と
行
政
と
の
「
つ
な
ぎ

役
」
と
い
う
役
割
を
積
極
的
に
お
願
い
し

て
い
る
。
重
層
的
支
援
担
当
と
い
う
「
つ

な
ぎ
先
」
を
設
置
し
、
民
生
委
員
の
皆
様

に
事
業
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
く
た
め
の

説
明
等
を
行
っ
て
い
る
。
４
月
以
降
に
９

件
の
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、
適
切
な
連

携
が
で
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

   （
市
当
局
）

お
の
桜
づ
つ
み
回
廊
の
オ
ー
ナ
ー

制
度
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
オ
ー
ナ
ー
制
を
よ
り
循
環
さ
せ
る

た
め
に
、
例
え
ば
、
市
が
５
千
円
で
買
い

上
げ
、
新
た
な
オ
ー
ナ
ー
に
登
録
し
て
い

た
だ
く
な
ど
の
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

■
■
　

答
弁
　
桜
の
樹
木
は
す
べ
て
市
に
所
有
権

が
あ
り
、
オ
ー
ナ
ー
登
録
の
際
に
い
た
だ

く
２
万
円
は
、
プ
レ
ー
ト
の
代
金
や
維
持

管
理
を
し
て
い
く
上
で
の
協
力
金
と
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
考

え
は
な
い
。
オ
ー
ナ
ー
の
期
間
は
10
年

で
、
平
成
28
年
の
更
新
時
に
は
辞
退
さ
れ

た
方
が
38
名
あ
っ
た
。
そ
の
際
は
、
募
集

数
を
上
回
る
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
新
た

な
オ
ー
ナ
ー
を
決
定
し
た
。
次
回
の
更
新

は
令
和
８
年
度
の
予
定
。　

   （
市
当
局
）

山
本
麻
貴
子
議
員
（
お
の
未
来
図
）

４
月
よ
り
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

社
会
福
祉
士
や
保
健
師
の
資
格
を
持
つ
職
員
を
配
置

答
弁

■
■
　

質
問
　
す
べ
て
の
企
業
が
操
業
さ
れ
る
の

は
い
つ
か
。

■
■
　

答
弁
　
令
和
８
年
夏
ご
ろ
の
予
定
。

   （
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
従
業
員
の
採
用
状
況
や
見
通
し

は
。■■

　

答
弁
　
操
業
開
始
後
、
地
元
を
中
心
に
新

規
採
用
を
増
や
す
計
画
を
立
て
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
地
元
雇
用
が
拡
大
し
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。 　
　
　
　

  （
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
こ
の
事
業
の
評
価
と
今
後
の
展
望

は
。■■

　

答
弁
　
若
者
が
定
住
す
る
た
め
に
は
「
働

く
場
所
、
医
療
・
福
祉
、
教
育
」
の
三
位

一
体
の
充
実
が
不
可
欠
。　
　

   （
市
長
）

子
ど
も
の
親
権
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
離
婚
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
夫
婦

別
居
中
で
、
こ
ど
も
園
に
通
っ
て
い
る
子

ど
も
が
相
手
方
に
連
れ
て
い
か
れ
な
い
か

不
安
だ
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。
大
阪

府
大
東
市
で
は
、
こ
ど
も
園
等
の
入
園
時

の
誓
約
書
と
、
退
園
時
の
書
類
に
両
親
の

署
名
を
義
務
付
け
て
片
親
が
勝
手
に
退
園

さ
せ
て
連
れ
て
い
く
事
案
が
発
生
し
な
い

よ
う
今
年
の
４
月
か
ら
運
用
し
て
い
る
。

小
野
市
で
も
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
と
考

え
る
が
。

■
■
　

答
弁
　
様
々
な
事
情
に
関
係
な
く
夫
婦
間

で
協
議
す
べ
き
こ
と
で
、
現
状
の
運
用
を

継
続
し
て
い
く
。 　
　
　
　

  （
市
当
局
）

喜
始
真
吾
議
員
（
無
　
会
　
派
）

ひ
ょ
う
ご
小
野
産
業
団
地
に
つ
い
て

働
く
場
所
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
が
不
可
欠

答
弁

QRコード

QRコード

■
■
　

質
問
　
本
年
５
月
、
厚
労
省
の
研
究
班
は

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
２
０
４
０
年
に
認
知
症
と
軽
度
認
知

症
の
人
数
が
約
１
，
１
９
７
万
人
と
発
表

し
た
。
こ
れ
は
高
齢
者
の
30
％
以
上
に
あ

た
る
。
認
知
症
予
防
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
も
の
忘
れ
検

診
」
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

■
■
　

答
弁
　
令
和
３
年
度
か
ら
の
事
業
実
績

は
、
申
請
１
４
７
件
に
対
し
、
受
診
は
１

０
２
件
で
、
受
診
に
対
す
る
心
理
的
抵
抗

が
あ
る
方
も
お
ら
れ
、
確
実
に
受
診
を
促

す
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。   （
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
点
数

で
評
価
で
き
、
客
観
的
に
促
す
こ
と
が
で

き
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
に
掲
載
し
、
高
齢
者
や
家
族
が
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
機
会
を
増
や
す
考
え
は
。

　
ま
た
、
70
歳
対
象
の
「
歯
周
病
検
診
ク

ー
ポ
ン
」
送
付
時
に
、「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
や
「
も
の
忘
れ
検
診
」
の
案
内
を
同

封
さ
れ
る
お
考
え
は
。

■
■
　

答
弁
　
今
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
掲
載
す
る
。
ま
た
、
65
歳

以
上
の
全
員
に
送
付
さ
れ
る
「
介
護
保
険

料
決
定
通
知
書
」
に
案
内
を
同
封
し
、
周

知
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。   （
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
認
知
症
の
潜
伏
期
間
は
20
〜
25
年

と
言
わ
れ
て
お
り
、
中
年
期
（
40
代
）
の

生
活
習
慣
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
全

戸
配
布
の
「
健
診
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
啓

発
の
文
言
を
掲
載
す
る
お
考
え
は
。

■
■
　

答
弁
　「
病
気
の
早
期
発
見
・
重
症
化
を

予
防
」「
基
本
健
診
は
７
，
０
０
０
円
の

助
成
が
あ
り
」「
40
歳
以
上
は
無
料
」
等

の
文
言
に
加
え
、「
40
歳
か
ら
始
め
る
認

知
症
予
防
」
等
の
文
言
を
追
加
す
る
。

   （
市
当
局
）

掘
井
ひ
さ
代
議
員
（
お
の
未
来
図
）

認
知
症
予
防
に
つ
い
て

「
も
の
忘
れ
検
診
」
等
の
取
り
組
み
を
実
施

答
弁

QRコード

QRコード

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。 各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

マイナ保険証の登録はお済みですか？ひょうご小野産業団地完成予想図
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介
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議会と市民との懇談会

対　象

テーマ

議会の一般質問の日には

　　　　　懇話会を実施中!!・・・

■
■
　

質
問
　
物
価
高
騰
で
市
民
、
特
に
生
活
保

護
な
ど
の
貧
困
世
帯
は
大
変
だ
。
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
を
生
活
困
窮
世
帯
に
一
定
数

を
無
償
配
布
で
き
な
い
か
問
う
。

■
■
　

答
弁
　
市
は
、
こ
の
間
様
々
な
低
所
得
者

支
援
を
し
て
き
た
。
今
回
は
全
市
民
の
生

活
支
援
が
目
的
で
、
生
活
困
窮
者
へ
の
無

償
配
布
は
考
え
て
い
な
い
。   （
市
当
局
）

子
ど
も
の
国
保
税
均
等
割
の
減
免

を
求
め
る

■
■
　

質
問
　
国
保
税
の
算
出
方
法
は
所
得
割
、

均
等
割
、
平
等
割
の
３
要
素
が
あ
る
が
、

均
等
割
は
子
ど
も
が
で
き
れ
ば
年
間
約
４

万
円
増
加
す
る
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
社
会
に
す
る
た
め
、
子
ど

も
の
均
等
割
を
減
免
す
る
べ
き
だ
。

■
■
　

答
弁
　
国
保
税
は
県
で
保
険
料
の
統
一
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
独
自
施
策
は
難
し

い
。
国
で
は
未
就
学
児
の
均
等
割
を
５
割

軽
減
し
て
い
る
。
全
国
市
長
会
を
通
じ
て

軽
減
対
象
者
の
範
囲
や
軽
減
割
合
の
拡
大

な
ど
を
国
に
要
望
し
て
お
り
、
市
単
独
の

減
免
は
考
え
て
い
な
い
。　

   （
市
当
局
）

道
路
・
橋
梁
改
修
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
万
勝
寺
四
つ
堂
交
差
点
の
信
号
機

設
置
は
。

■
■
　

答
弁
　
改
修
で
安
全
性
が
向
上
す
る
の

で
、
現
時
点
で
は
信
号
機
は
必
要
な
い
と

判
断
さ
れ
て
い
る
。
今
後
様
子
を
見
て
必

要
な
ら
要
望
し
て
い
く
。　

   （
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
住
吉
町
・
誉
田
橋
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁
　
現
在
、
仮
橋
の
工
事
が
進
ん
で
お

り
、
本
橋
は
令
和
10
年
度
完
成
予
定
で
、

歩
道
も
設
置
さ
れ
る
。　
　

   （
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
旧
東
条
町
境
の
新
橋
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁
　
中
谷
町
に
で
き
て
い
る
新
し
い
橋

が
令
和
７
年
度
に
供
用
開
始
さ
れ
る
。
現

在
の
橋
の
存
続
に
つ
い
て
は
老
朽
化
が
激

し
く
、
新
し
い
橋
の
供
用
後
、
速
や
か
に

撤
去
す
る
と
聞
い
て
い
る
。 

（
市
当
局
）

藤
原
　
章
議
員
（
日
本
共
産
党
）

困
窮
世
帯
に
ら
っ
き
ゃ
券
無
償
配
布
を

全
市
民
の
生
活
支
援
が
目
的
。
無
償
配
布
は
し
な
い
。

答
弁

QRコード

■
■
　

答
弁
　
粟
生
川
は
、
川
底
や
側
面
の
三
面

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
で
土
砂
が
比
較
的

溜
ま
り
に
く
く
樹
木
も
繁
茂
し
に
く
い
構

造
と
な
っ
て
い
る
が
、
万
一
に
備
え
、
毎

年
、
全
区
間
の
除
草
と
点
検
、
伐
採
、
土

砂
掘
削
等
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
加
古
川
や
万
願
寺
川
は
、
市
か

ら
国
に
河
道
掘
削
や
伐
採
を
常
々
要
望
し

て
い
る
。
最
近
の
実
施
状
況
は
、
加
古
川

と
東
条
川
と
の
合
流
地
点
の
樹
木
の
伐

採
、
万
願
寺
川
の
河
道
掘
削
、
張
ブ
ロ
ッ

ク
や
排
水
樋
管
の
更
新
等
が
実
施
さ
れ

た
。
今
後
も
、
地
域
住
民
の
不
安
材
料
の

解
消
の
た
め
、
国
・
県
と
も
連
携
し
、
必

要
に
応
じ
た
河
川
整
備
を
要
望
し
、
防

災
・
減
災
対
策
に
も
取
り
組
む
。（

市
当
局
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
外

国
語
表
記
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁
　
自
治
会
長
・
区
長
か
ら
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
外
国
語
表
記
の
相
談
や
要

望
が
あ
れ
ば
、
外
国
人
も
含
め
た
利
用
者

に
わ
か
り
や
す
い
表
記
方
法
に
つ
い
て
積

極
的
に
協
力
す
る
。
ま
た
、「
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
」
や
外
国
語
表
記
の
「
ご
み
分
別
表
」

を
よ
り
わ
か
り
や
す
い
表
記
に
努
め
る
。

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
国
籍
に
関
わ
ら
ず
、
転
入
時
に
、
市

民
課
窓
口
で
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
お

渡
し
し
て
い
る
。
外
国
人
に
は
６
カ
国
語

（
ベ
ト
ナ
ム
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
表

記
の
「
ご
み
の
分
別
表
」
を
お
渡
し
し
て

お
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
13
カ
国
語
に
対
応
し
た
Ａ

Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
ご
み
の
分
別

ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
。 　

  （
市
当
局
）

河
島
信
行
議
員
（
無
　
会
　
派
）

粟
生
川
を
含
め
た
河
川
の
整
備
に
つ
い
て

住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
、
国
・
県
と
連
携
し
整
備
す
る

答
弁

QRコード

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

　一般質問をする日の休憩中に、傍聴に来られた方が議会での一般質問や市政全般について質
問することができ、市当局や議員がその場で答える懇話会を実施しています。
　傍聴に来られた方のみが体験できる時間ですので、ご覧になりたい方、参加したい方は是非
とも議場にお越しください。

懇話会での意見

●保育所の入所判定について、地域性を考慮して欲しい。
●小学校の授業で地元の企業見学などのカリキュラムを
導入してはどうか。

●東播磨道の整備により市内の交通量の増加が見込まれ
るため交差点の改良を要望したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

議会と市民との懇話会議会と市民との懇話会

　小野市議会では『開かれた議会』をめざして、
市内で活動しておられる団体の皆さまから議会と
の懇談会のお申し込みを受け付けています。

概ね10人以上で活動している団体で、市内において社会活動等を行う団体及び市民団体

①市政に関すること

②市議会に関すること

③その他、市の重要な事項に関すること

いずれかに該当するテーマ１件でお申込みください。

議員とお話ししてみませんか？

（令和５年度の様子）

＼申込書はこちら／
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≪下記の部局の所管事務について審査、調査を行う≫
秘書課　総合政策部　総務部　市民安全部　消防本部
会計課　選挙管理委員会等事務局　教育委員会

≪下記の部局の所管事務について審査、調査を行う≫
市民福祉部　地域振興部　水道部　農業委員会

≪すべての部局の予算・決算について審査、調査を行う≫

７月17日～19日に視察研修を実施しました！
【１日目】地域包括ケアシステム構築に向けた取組
　　　　　について　　　　　於：三重県桑名市
【２日目】まちづくりの拠点にぎわいの森について
　　　　　グリーンクリエイティブいなべ事業につ
　　　　　いて　　　　　　　於：三重県いなべ市
【３日目】社会福祉法人と地域組織の協働による日
　　　　　常生活支援体制の構築について
　　　　　　　　　　　　　　於：三重県四日市市
　　◎詳細は、次号の議会だよりで報告します。

総務文教常任委員会

民生地域常任委員会

予算決算常任委員会
★令和２年３月定例会から常設の委員会として始動★
　以前は、当初予算は特別委員会、決算は決算研修会で審査し、補正予算は各常任委員会に分割付託
し審査していました。
　しかし行政実例では、予算は不可分であって、複数の委員会で分割審査すべきでものではないとさ
れているため、常設の委員会として設置いたしました。

常任委員会
紹　介

７月２日～４日に視察研修を実施しました！
【１日目】いわき版MaaS推進プロジェクトについて

於：福島県いわき市
【２日目】英語教育について　於：茨城県境町
【３日目】コミュニティバスかぞ絆号について

於：埼玉県加須市　
　　◎詳細は、次の頁で報告します。

　常任委員会は、条例に基づき常時設置して
いる議会の機関です。本会議に提出された議
案などを詳しく審査、調査します。
　また議会の閉会中には、所管事務について
の調査研究のため視察や研修を行い、政策提
言に繋げられるよう取り組んでいます。
　小野市では、現在3つの常任委員会を設置
しています。

常任委員会審査報告常任委員会審査報告
　６月定例会の提出議案審査について、予算決算、総務文教、民生地域の各常任委員会を開催し、当局か
ら細部にわたる説明を受け、慎重に審査しました。

≪予算決算常任委員会≫

６月２４日開催
付託議案数：１件（議案第２７号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可決すべきものと決定。
●主な審査内容

議案第２７号　令和６年度小野市一般会計補正予算（第２号）について
おの恋らっきゃプレミアム商品券の使用について、取扱店の負担軽減のためにどういった対策を取
っているのかなどを確認しました。また、市公式LINEの活用により、申込が簡単となり、かつ商品
券の分割購入が可能となることを確認しました。

≪総務文教常任委員会≫

６月２４日開催
付託議案数：３件（議案第２８号～第３０号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で
　　　　　　　可決すべきものと決定。

≪民生地域常任委員会≫

６月２４日開催
付託議案数：１件（議案第３１号）
審 査 結 果： 反対討論はなく、全会一致で可決すべきものと決定。
●主な審査内容

議案第３１号　兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
令和６年１２月２日からマイナンバーカードと健康保険証が一体化し、健康保険証が廃止されること
に伴い、健康保険証に係る事務を削除することを確認しました。
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議会調査研究活動報告会議会調査研究活動報告会
令和6年度　小野市議会　議会調査研究活動
各議員の報告書は、市議会ホームページの「議会調査研究活動報告」をｃｈｅｃｋ！

令和６年6月２8日　開催

企業誘致（招致）施策について　　
外国人活力による施策展開について群馬県太田市4月11日～１2日

派　遣　先 内　　　容派遣日派遣議員

4月18日～１9日

安 達 哲 郎
前 田 昌 宏
掘井ひさ代
山本麻貴子
宮 脇 健 一

小林千津子
河 島 三 奈
前 田 光 教
川 名 善 三
村 本 洋 子
前 田 昌 宏

全国市町村国際文化研修所
（滋賀県大津市） 市町村長等・議会議員特別セミナー

・百条委員会（ひゃくじょういいんかい）
　百条委員会とは、事実関係を調査するため、地方自治法第100条に基づき、地方議会の議決によ
り、設置される特別委員会のことです。この委員会には、真実を究明することを目的として、関係
者の出頭、証言、記録の提出を求めることができるなど強い調査権限を持ちます。虚偽の証言をし
た場合は5年以下の禁錮刑、正当な理由がなく出頭や証言を拒否した場合などは6カ月以下の禁錮刑
や10万円以下の罰金が科せられます。

・諮る（はかる）
　他人に意見を求めたり、相談したりすることです。
　他の機関（とりわけ専門委員会や有識者会議など）に話を持っていって意見を求めるという意味
で用いられます。

・付託（ふたく）
　議決を必要とする案件について、議決に先立って詳しく検討を加えるために所管の常任委員会等
に審査を委託することです。

・表決（ひょうけつ）
　議会の意思決定に個々の議員が参加し、議題等に対して賛成、反対の意思表示をする
ことです。

議会用語解説

　デジタル技術の活用や新たな移動手段の確保、移動の目的
と連携した新たな地域サービスの構築により、市民生活の利
便性向上や地域経済活性化を図る。

（１）高齢者など交通弱者の足の確保
（２）病院や公共施設へのアクセス利便性確保
（３）公共交通不便地域の解消

　小学校1年生から日常的に英語に慣れ親しみ、小中学校9年間を通して英語力の向上を図り、グロー
バル社会で活躍できる人材の育成を目指す事業。

・学習開始年齢の早期化・学習時間の
　確保
・英検の全額補助/年1回
・ALT派遣（小学校13名、中学校8名
　が常駐）

●乗合タクシーで市内全域を運行
●白い車体に鯉のぼりが目印のワンボックス車両
●１日10便　●座席数8席、車いす乗車不可
●運休日：毎週日曜、年末年始（12/29～1/3）
●１回300円（未就学児無料）

市内南北を縦断するシャトルバス、
駅を起終点として循環バスも運行

⑭⑮
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総務文教常任委員会視察報告総務文教常任委員会視察報告
令和6年7月2日㈫～令和6年7月4日㈭

★いわき版MaaS推進プロジェクトについて（福島県いわき市）
いわき版MaaSの目的✔

★コミュニティバス「かぞ絆号」について（埼玉県加須市）
事業の目的

・デマンド型乗合タクシー

✔

★英語教育（スーパーグローバルスクール授業）について（茨城県境町）
スーパーグローバルスクール（SGS）事業とは？

・観光MaaS ・おつかいMaaS ・行政MaaS
観光移動に対応したタク
シーの配車アプリの導入
等

地元スーパーと連携し宅
配サービス実施に向けた
システムの導入

出張行政サービス『おで
かけ市役所』の実施

✔

ヒトの移動 モノの移動 サービスの移動
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す
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「手話通訳」・「要約筆記」を利用できます

≪お申し込み先≫　議会事務局　ＴＥＬ．63－1006（直通）　ＦＡＸ．63－4108
Ｅ-mail:gikai@city.ono.hyogo.jp　（市議会だよりへのご意見もこちらまで）

YouTubeで議会中継YouTubeで議会中継
傍聴に行けなくても

アプリをダ
ウンロード
するとスマ
ホに広報誌
が届きます!

議会傍聴者数 6月定例会34名
（令和6年度累計34名）

議会を傍聴しませんか

　小野市議会では、本会議を一般公開しています。
当日、受付で住所・氏名を記入するだけで、どなた
でも議会の傍聴ができます。
　市役所6階　議会事務局までお越しください。

　本会議を傍聴される際に「手話通訳」・
「要約筆記」を利用することができます。
　希望日の8日前までに議会事務局まで
お申し込みください。
（費用負担はありません）

「託児コーナー」を開設
　一般質問を行う9月12日（木）、13日（金）は、
「託児コーナー」を開設します。
傍聴の際には、1歳から就学前
のお子様をお預かりします。
9月4日（水）までに議会事務局ま
でお申し込みください。
（費用負担はありません）

議会と市民との懇話会
　一般質問を行う日の本会議休憩中に、傍聴者の
方からご意見をいただく機会を設けています。展
開される議論にご注目ください。一般質問は9月
12日（木）、13日（金）に行います。

傍
聴
席
か
ら
見
た
議
場

★９月定例会で一般質問する項目・内容については、
９月上旬に市議会ホームページに掲載します。

★各常任委員会の傍聴も可能です。
　開催日程については市議会ホームページに掲載して
いますのでご確認ください。

9月27日（金）　午後１時３０分～
  本会議（第４日）　議案の採決など

9月13日（金）　午前１０時～
  本会議（第３日）　一般質問

9月12日（木）　午前１０時～
  本会議（第２日）　一般質問

8月29日（木）　午前１０時～
  本会議（第１日）　議案説明

☆9月定例会日程☆

⑯


